
一般廃棄物処理基本計画改定の内容について（骨子） 

 

１．改定のポイント 

① 目標の再設定 

   市民１人１日あたり家庭ごみ排出量の目標値を 600g とするこれまでの「セカンドステージ！武

蔵野ごみチャレンジ 600g」について、引き続き微増傾向にある本市人口や新型コロナの影響等の

現状を踏まえ、ターゲットと数値を再度検討する。 

 

② 食品ロス削減推進計画の追加 

   食品ロス削減推進計画について、基本計画の中にその内容を記載する。 

 

③ プラスチック資源循環促進法を考慮した研究・検討 

   プラスチック資源循環促進法の施行を踏まえた調査研究・検討を行う。 

 

④ 新型コロナウイルス感染症拡大の影響を踏まえた施策 

   「新型コロナウイルス感染症に適応した廃棄物処理」を施策（各主体の役割）として盛り込む。 

 

⑤ ３Ｒの更なる推進 

   リデュース、リユース、リサイクルの優先順位を明確にし、子どもや環境問題に関心の低い人に

も伝わりやすい周知・啓発や事業者へのきめ細やかな指導を実施する。 

 

⑥ クリーンセンター等の施設整備・維持管理計画の更新 

   公共施設等総合管理計画に基づく類型別計画である上記計画について、クリーンセンターの管理

棟・連絡通路やむさしのエコ re ゾートの完成、ミカレットの更新状況等を踏まえて更新する。 

 

⑦ 計画期間・進捗管理の見直し 

   長期計画と連動した計画の改定を行うにあたり、（計画の初年度を長期計画の１年前とする）現

行の改定サイクルについての見直しを含め研究・検討する。また、進捗管理について、より効率

的な方法やスケジュールを検討する。 

 

⑧ 災害廃棄物処理に関する施策等の整備 

   処理計画については、本市地域防災計画との整合性を図る。各種マニュアル等の整備も継続して

検討、実施する。また、平時の周知・啓発方法について研究・検討する。 

  

資 料 ３ 

裏面あり 



２．改定後の構成 

現行計画（令和元年度～令和 10年度版）から、次期計画案により構成に改定のある箇所を、下

線  （削除のみの箇所は取消線○○）で表示した。 
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